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令和５年 第１回定例会（３月）令和５年 第１回定例会（３月）みどり市立笠懸幼稚園の第５７回修了式です。みどり市立笠懸幼稚園の第５７回修了式です。
　みどり市立笠懸幼稚園は、令和６年度より笠懸第１保育　みどり市立笠懸幼稚園は、令和６年度より笠懸第１保育
園との統合及び民営化により認定こども園になります。園との統合及び民営化により認定こども園になります。
　昭和３１年に開園以来、６，６５７人の子どもたちが道　昭和３１年に開園以来、６，６５７人の子どもたちが道
徳心や好奇心などの人間形成の基礎を培いました。徳心や好奇心などの人間形成の基礎を培いました。
　お子様の新たなスタートをお祝いいたします。　お子様の新たなスタートをお祝いいたします。
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令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

は
、
２
月
20
日
か
ら
３
月
20
日

ま
で
29
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
は
、
令
和
５
年
度

予
算
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
な

ど
41
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
定

例
会
で
は
市
長
か
ら
令
和
５
年

度
の
施
政
方
針
が
表
明
さ
れ
、

各
会
派
に
よ
る
総
括
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
12
名
が
登
壇

し
、
市
政
を
質た

だ

し
ま
し
た
。

３
月
議
会
が

重
要
な
３
つ
の
理
由

3月定例会

論点！
ココ
がギロンの

その１　新 年 度 予 算 審 議 ・ 審 査　を行う

その２　 市長は　施 政 方 針　を表明

その３　　　　　　 議 案 審 議　の流れが違う 本会議

議
案
の
提
案
説
明

施
政
方
針
の
説
明

議
案
の
提
案
説
明

施
政
方
針
へ
の
質

疑
（
総
括
質
疑
）、

議
案
へ
の
質
疑

議
案
へ
の
質
疑

予
算
特
別
委
員

会
に
て
新
年
度

予
算
の
審
査

各
常
任
委
員
会

に
て
付
託
議
案

の
審
査

各
常
任
委
員
会

に
て
付
託
議
案

の
審
査

各
議
案
の
採
決

各
議
案
の
採
決

※
一
部
議
案
採
決

※
一
部
議
案
採
決

一
般
質
問

一
般
質
問

委員会

何で３月議会は重要なのか？？
　「１年間の市政が決まる」という意味では、年４回行われる定例会
の中でもっとも重要とされる３月定例会。
　３月議会で新年度予算が可決されなければ、事業が進められませ
ん。ここでは３月議会が特別である点をご紹介いたします。

～令和５年度 ８つ の重点施策～
①持続可能な都市基盤の構築 ②誰にも優しいデジタル社会の実現 ③公民連携による「稼げる」まち
づくりの推進 ④ターゲットを意識した移住定住の促進 ⑤「みどり５つのゼロ宣言」実現に向けた取
組 ⑥医療費無料化をはじめとした子育て環境の充実 ⑦みどり市ならではの教育環境の整備 ⑧公共施
設の計画的な管理の推進。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

通
常
20
日
間
ほ
ど
で

行
わ
れ
る
本
会
議
で
す

が
、
当
初
予
算
の
審
議

を
行
う
３
月
議
会
は
、

30
日
間
ほ
ど
か
か
り
ま

す
。
そ
れ
だ
け
新
年
度

予
算
を
決
定
す
る
こ
と

は
慎
重
を
要
す
る
と
い

え
ま
す
。

付託

付託

３月議会の流れ

通常議会の流れ

ご存知ですか！？

議 案 審 議

予算特別委員会が設置され、上程された一般会計のほか各特別会計、事業会計の審
査を３日間かけて行います。※予算特別委員会で審査した内容の詳細は７～８ページ参照

施政方針とは、来年度の市政運営に向けた市長の考え方や方向性（主要施策・予算
概要・組織の改編）を示すものです。
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令和 4年度　各会計補正予算一覧表（3月補正）
会計区分 補正額 補正後の額

一 　 般 　 会 　 計 ▲ 8,931 万 5千円 222 億 53 万 7千円

特 
別 

会 

計
　

太 陽 光 発 電 事 業 １千円 7,342 万 3千円
国 民 健 康 保 険 ( 事 業 勘 定 ) 2,391 万円 58億 9,527 万 2千円
後 期 高 齢 者 医 療 124 万 5千円 6億 6,494 万 3千円
介 護 保 険 ( 保 険 事 業 勘 定 ) ▲ 6,643 万 8千円 45億 4,977 万 7千円
富 弘 美 術 館 事 業 ▲ 927 万 4千円 1億 4,716 万 5千円
競 艇 事 業 69 億 7,373 万 7千円 1,732 億 1,300 万 9千円

事 

業 

会 

計

簡易水道

収益的収入 第１款 水道事業収益 ▲ 264 万円 1億 4,005 万 1千円
収益的支出 第１款 水道事業費用 170 万 1千円 1億 3,677 万 1千円
資本的収入 第１款 資本的収入 ▲ 5,450 万円 3,510 万円
資本的支出 第１款 資本的支出 ▲ 5,447 万 7千円 5,792 万 8千円

公共下水道

収益的収入 第１款 下水道事業収益 ▲ 284 万 9千円 6億 4,510 万 1千円
収益的支出 第１款 下水道事業費用 273 万円 6億 1,582 万 5千円
資本的収入 第１款 資本的収入 ▲ 1億 570 万円 5億 3,545 万 6千円
資本的支出 第１款 資本的支出 ▲ 1億 73万 7千円 7億 6,148 万 8千円

※「▲」は予算の減額を表します。

第２次みどり市総合計画後期基本計画が可決されました

重点取組１　移住／定住	 重点取組２　協働まちづくり
重点取組３　５つのゼロ宣言	 重点取組４　デジタル推進

後期基本計画（５年間）

　総合計画は、みどり市の目指す将来像を示した「基本構想」と、取組の方向性を示した「基本計画」
から構成されており、みどり市議会基本条例第 10条では、総合計画の「基本構想」及び「基本計画」
の策定又は変更に関することが議会の議決すべき事件として規定されています。
　「基本構想」は 10年間、「基本計画」は前期５年間を計画期間とし、令和４年度をもって前期
５年間の基本計画期間が終了することに伴い、３月定例会において新たに策定した後期５年間の
基本計画が可決されました。

まちづくりの理念、将来像など（10年間）

前期基本計画（５年間）基本計画

基本構想

計画の構成

後期基本計画における重点取組
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賛否が分かれた議案と審議結果

区分 番号

会派
議員名

新政 
クラブ

新令 
クラブ

広和 
クラブ

公明 
クラブ

日
本
共
産
党

ク
ラ
ブ

無
会
派

合計

金
子
　
實

上
岡
克
己

大
澤
映
男

松
井
　
篤

髙
草
木
弘
子

阿
左
美
　
守

須
藤
日
米
代

椎
名
祐
司

藤
生
吉
顕

丹
羽
あ
ゆ
み

武
井
俊
一

新
井
み
ゆ
き

杉
山
英
行

柴
﨑
訓
佳

宮
﨑
　
武

髙
草
木
良
江

常
見
詔
子

古
田
島
和
茂

賛
成
者
数

反
対
者
数

件名

議
案

第２4号 令和４年度みどり市競艇事業特別会計補正予
算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第２7号 令和５年度みどり市一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第30号 令和５年度みどり市国民健康保険（事業勘定）
特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第3２号 令和５年度みどり市後期高齢者医療特別会計
予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第33号 令和５年度みどり市介護保険（保険事業勘定）
特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

第38号 令和５年度みどり市競艇事業特別会計予算に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― 16 1

請
願 第９号

「消費税インボイス制度の実施中止を求める
意見書」を政府に送付することを求める請願
書について

× × × × × × × × × × × × × × × × ○ ― 1 16

注１）表決結果の表示について、賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」、棄権の場合は「棄」、除斥の場合は「除」、欠席の場合は「欠」と表示しています。
注２）議長は可否同数以外の場合は、表決に加わらないため「―」と表示しています。
注３）棄権…議員自らの意思により表決に参加しない場合。
注４）除斥…議員は直接の利害関係にある事件については、その議事に参与することができない。（地方自治法第１１７条）
※可否同数のため、議長の裁決権の行使による。

全員賛成で可決した議案
３月定例会

区分 番号 件名
同
意 第１号 みどり市副市長の選任につき同意を求めるこ

とについて

議
案

第１号 みどり市教育に関する事務の職務権限の特例
を定める条例について

第２号 みどり市まち・ひと・しごと創生基金条例に
ついて

第３号 みどり市手数料条例の一部を改正する条例に
ついて

第４号 みどり市附属機関設置条例の一部を改正する
条例について

第５号 みどり市国民健康保険条例の一部を改正する
条例について

第６号 塩原生活改善センター条例を廃止する条例に
ついて

第７号 みどり市国民宿舎条例を廃止する条例につい
て

第８号 みどり市まちなか交流館条例を廃止する条例
について

第９号 みどり市建築基準法関係手数料条例の一部を
改正する条例について

第10号
みどり市長期優良住宅の普及の促進に関する
法律関係手数料条例の一部を改正する条例に
ついて

第11号
みどり市建築物のエネルギー消費性能の向上
に関する法律関係手数料条例の一部を改正す
る条例について

第1２号 みどり市ボルダリング施設条例について

第13号 みどり市社会体育施設条例の一部を改正する
条例について

第14号 第 2 次みどり市総合計画後期基本計画につい
て

第15号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関す
る協議について

第16号 指定管理者の指定の期間の変更について（み
どり市立厚生会館）

第17号 市道の路線認定について

区分 番号 件名

議
案

第18号 令和４年度みどり市一般会計補正予算（第
１４号）について

第19号 令和４年度みどり市太陽光発電事業特別会計
補正予算（第３号）について

第２0号 令和４年度みどり市国民健康保険（事業勘定）
特別会計補正予算（第３号）について

第２1号 令和４年度みどり市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第３号）について

第２２号 令和４年度みどり市介護保険（保険事業勘定）
特別会計補正予算（第４号）について

第２3号 令和４年度みどり市富弘美術館事業特別会計
補正予算（第３号）について

第２5号 令和４年度みどり市簡易水道事業会計補正予
算（第２号）について

第２6号 令和４年度みどり市公共下水道事業会計補正
予算（第２号）について

第２8号 令和５年度みどり市太陽光発電事業特別会計
予算について

第２9号 令和５年度みどり市鉄道経営対策事業特別会
計予算について

第31号 令和５年度みどり市国民健康保険（診療所勘
定）特別会計予算について

第34号 令和５年度みどり市戸別浄化槽事業特別会計
予算について

第35号 令和５年度みどり市農業集落排水事業特別会
計予算について

第36号 令和５年度みどり市企業用地整備事業特別会
計予算について

第37号 令和５年度みどり市富弘美術館事業特別会計
予算について

第39号 令和５年度みどり市簡易水道事業会計予算に
ついて

第40号 令和５年度みどり市公共下水道事業会計予算
について

第41号 令和４年度みどり市一般会計補正予算（第
１５号）について

議
案
議
案
とと
賛
否
賛
否
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～市長に対する総括質疑～～市長に対する総括質疑～

施政方針、ここが聞きたい！

新
政
ク
ラ
ブ

松
井
　
篤
　
議
員

問　
汚
水
処
理
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

推
進
に
伴
い
、
公
共
下
水
道
の
全

体
計
画
区
域
１
１
０
２
ha
の
う
ち

４
９
４
ha
を
廃
止
し
、
６
０
９
ha
に

縮
小
変
更
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

市
長　
変
更
前
の
下
水
道
整
備
計
画

で
は
２
０
０
億
円
以
上
の
事
業
費
と

約
70
年
と
い
う
長
い
整
備
期
間
が
か

か
る
と
と
も
に
、
汚
水
処
理
人
口
普

及
率
が
約
66
％
と
県
内
で
も
低
位
の

た
め
、
概
ね
20
年
で
整
備
、
普
及
が

見
込
め
る
範
囲
に
つ
い
て
集
中
的
に

整
備
を
進
め
、
そ
の
他
は
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
を
図
る
。
な
お
、
今

後
も
市
街
化
の
動
向
な
ど
社
会
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
に
応

じ
て
適
宜
計
画
区
域
の
見
直
し
を
図

る
。

新
政
ク
ラ
ブ

上
岡
克
己
　
議
員

問　
有
効
な
財
源
と
な
る
過
疎
対
策

事
業
債
の
活
用
方
法
は
。

市
長　
み
ど
り
市
に
お
け
る
最
大
の

課
題
は
、
人
口
減
少
問
題
と
考
え
て

お
り
、
過
疎
地
域
指
定
を
受
け
た
こ

と
で
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
は
じ
め

と
し
た
国
の
支
援
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
令
和
５
年
度
一
般
会

計
予
算
に
お
け
る
過
疎
対
策
事
業
債

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
市
道
整
備
事

業
や
市
有
財
産
管
理
事
業
な
ど
を
対

象
事
業
と
し
て
、
前
年
度
比
１
４
６
．

３
％
、
金
額
で
３
億
５
５
６
０
万
円

増
の
５
億
９
８
６
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。
こ
の
財
政
支
援
を
追
い
風

に
、
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
た
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

新
令
ク
ラ
ブ

椎
名
祐
司
　
議
員

問　
浅
原
体
験
村
、
小
平
の
里
な
ど

を
結
ぶ
観
光
ル
ー
ト
も
実
証
的
に
バ

ス
運
行
す
る
計
画
は
。

市
長　
市
民
や
観
光
客
の
利
用
が
見

込
ま
れ
る
施
設
は
、
路
線
バ
ス
運
行

や
他
の
交
通
手
段
の
導
入
な
ど
、
交

通
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問　
笠
懸
町
の
中
学
校
２
校
と
笠
懸

幼
稚
園
は
、
市
の
正
規
調
理
員
と
し

て
別
途
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。
委

託
の
調
理
員
が
給
食
調
理
を
行
う
小

学
校
３
校
と
同
様
、
外
部
委
託
の
考

え
は
。

市
長　
外
部
委
託
に
よ
り
、
業
務
の

効
率
化
や
安
定
し
た
給
食
提
供
の
一

層
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
今
後
も

正
規
調
理
員
の
人
数
に
応
じ
て
、
外

部
調
理
員
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
た

い
。

新
令
ク
ラ
ブ

藤
生
吉
顕
　
議
員

問
　
夏
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に

対
し
、
今
後
の
考
え
方
は
。

市
長　
笠
懸
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
令

和
４
年
に
会
場
を
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
桐

生
に
変
更
し
、
感
染
対
策
を
し
た
上

で
開
催
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

感
謝
の
言
葉
も
頂
い
た
。
６
年
後
に

大
間
々
祇
園
ま
つ
り
が
４
０
０
年
祭

を
迎
え
る
の
で
、
多
く
の
市
民
の

方
々
が
参
加
で
き
る
よ
う
準
備
を
す

る
。

問
　
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
企
業
と

の
連
携
事
業
の
内
容
は
。

市
長　
現
在
本
市
で
は
11
件
の
包
連

携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
令
和
５
年

度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
新
設
す

る
こ
と
で
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
一
体

的
な
推
進
を
図
る
。
企
業
な
ど
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。
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　市議会を広く市民に公開し、より開かれた議会を推進するため、インターネッ
トによる生配信・録画配信を実施していますので、ぜひご覧ください。

広
和
ク
ラ
ブ

柴
﨑
訓
佳
　
議
員

問　
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
お

け
る
体
制
は
。

市
長　
令
和
５
年
度
に
都
市
計
画
課

内
に
ま
ち
づ
く
り
整
備
係
を
新
設
し

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
東
町
に
お
け
る
公
共
交
通
空
白

地
有
償
運
送
の
利
用
料
金
の
軽
減
措

置
と
は
。

市
長　

東
町
か
ら
大
間
々
町
、
笠

懸
町
ま
で
の
移
動
に
つ
い
て
片
道

５
０
０
円
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

問　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
と
は
。

市
長　
人
工
知
能
な
ど
の
導
入
に
掛

か
る
費
用
を
支
援
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
退
任
後

の
市
独
自
の
支
援
策
と
費
用
対
効
果

は
。

市
長　
月
額
５
万
円
を
退
任
後
３
年

間
補
助
し
て
お
り
、
過
疎
地
域
の
人

口
減
少
対
策
に
貢
献
し
て
い
る
。

広
和
ク
ラ
ブ

新
井
み
ゆ
き
　
議
員

問　
み
ど
り
市
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め

の
商
品
と
は
。

市
長　
東
町
の
干
し
柿
や
干
し
芋
も

そ
の
一
例
で
あ
る
。

問　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
推
進
と
は
。

市
長　
エ
リ
ア
価
値
を
高
め
る
こ
と

で
、
ま
ち
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
。

ま
た
、
人
的
資
源
の
発
掘
も
行
う
。

問　
廃
校
と
な
っ
た
神
梅
小
学
校
の

利
活
用
は
。

市
長　
地
域
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ

う
検
討
す
る
。

問　
市
民
団
体
活
動
の
提
案
型
助
成

金
制
度
へ
の
期
待
は
。

市
長　
新
た
な
事
業
を
通
じ
、
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
と
関
係
性

を
構
築
し
、
活
動
の
幅
が
広
が
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

公
明
ク
ラ
ブ

髙
草
木
良
江
　
議
員

問
　
新
庁
舎
建
設
の
考
え
は
。

市
長　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
方

向
性
が
見
え
た
段
階
が
判
断
基
準
。

そ
の
際
は
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

個
別
施
設
計
画
で
は
「
新

庁
舎
は
防
災
拠
点
の
機
能
を
加
え
て

建
設
」
と
あ
る
。
災
害
に
備
え
て
早

期
に
具
現
化
を
。

問　
交
通
の
利
便
性
の
向
上
に
お
い

て
、
大
間
々
町
北
部
へ
の
対
応
は
。

市
長　
各
地
域
住
民
が
移
動
に
困
ら

な
い
交
通
環
境
に
努
め
る
。

　
　　
　

発
行
さ
れ
る
過
疎
債
の
活

用
で
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
検
討
を
。

問　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
屋
内
で
遊

べ
る
施
設
を
望
む
声
が
あ
る
が
。

市
長　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
ほ

か
、
屋
内
外
で
遊
べ
る
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
場
パ
ー
ク
化
を
進
め
る
。

会議録を公開しています

本会議の配信をしています

　市議会の会議録を公開しています。市議会で閲覧いただけるほか、市のホームページにも掲
載していますので、ぜひご覧ください。なお、ホームページ上では本会議など、閲覧したい会
議録を開催日や単語から検索して簡単にご覧いただけます。

みどり市議会　会議録検索

みどり市議会　インターネット中継

髙
草
木

髙
草
木
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●パーク化推進事業 【競艇事業局総務課】

　　普通旅費、調査業務委託料の詳細は。
　　普通旅費については、パーク化を行ってい
る施設の設置状況や設置費用、運営方法など
を確認し、費用対効果なども検証して設置に向
けて進めていくために、先進地視察を行うため
の費用として計上している。具体的には、ス
ケートパークを設置している鳴門競走場、競走
場の近隣にキッズパークを設置している尼崎競
走場の２カ所の視察を予定している。調査業務
委託料については、パー
ク化に向けた調査研究費
で１００万円、それに伴
う事務的経費で１００万
円、合計２００万円を計
上している。

●空き家対策事業 【建設課】

　　空き家などの改修補助金について、産業観
光部の店舗等利活用促進事業補助金などとの重
複も考えられるため、部署同士の連携した協議
がなされているのか確認したい。部署同士が連
携し、補助金制度をうまく組み合わせて成果に
つながるような検討を。
　　本事業については、居住部分に対して補助
金を交付している。実際に大間々町において、
店舗と居住部分を併用した空き家があり、そ
れぞれの部署の補助金を交付して建物の改修
を行ったという経緯もある。
目的の異なる補助金制度に
ついては、逐次情報共有を
図りながら事業を進めてい
る。

●諸証明コンビニ交付事業 【市民課】

　　この事業の発足当初、コンビニ交付により市民サービスの向上と職員人件費の削減ができるとさ
れていたが、令和５年度予算で、職員人件費についてはどのように反映されているか。
　　コンビニ交付を導入する際、コンビニ交付が２万通を超えるとコストがプラスに
なり、３万通を超えると約８００万円の利益になり正規職員が１名程度削減できると
されていたが、想定していた数字にはまだ至っておらず、令和５年度予算においてコ
ンビニ交付による職員人件費の削減はされていない。

問 問

問

答

答

答

　令和５年予算特別委員会は、３月３日に議長を除く１６名で
設置され、委員長に須藤日米代委員、副委員長に柴﨑訓佳委員
を選出し、審査を行いました。
　予算の立案過程は透明なものか、それに基づく事業は市民の
思いに添っているのかなど、さまざまな視点で質疑をし、白熱
した議論が交わされました。一般会計予算は２１７憶１００万
円を可決しました。 須藤日米代　予算特別委員長

白熱白熱 「議論」「議論」したした
新年度予算をチェック !新年度予算をチェック !

でで予算特別委員会
などでの

Q&AQ&A

予 算 特 別 委 員 会
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●学校適正規模・適正配置検討事業
【学校教育課】

　　学校適正規模・適正配置検討事業の対象と
スケジュールは。また、公共施設管理計画やま
ちづくりへ生かした事業の考えは。
　　事業の対象は小中学校を対象とし、令和５
年度から令和６年度にかけて学校適正規模検討
委員会を開催していく。そして、令和６年度末
までに教育委員会として方針を策定し、各地区
へも説明していきたい。また、学校の建て替え
等も関係するため、
公共施設管理計画
と併せて検討して
いきたい。

●若年がん患者在宅医療支援事業
【健康管理課】

　　若年がん患者在宅医療支援事業助成金の支
援内容と令和５年度の見込件数は。また、対象
者を末期のがん患者と限定した理由は。
　　支援内容は、訪問入浴の介護等が月額５万
円、福祉用具の貸与が月額３万円、福祉用具の
購入が１人につき５万円、介護専門員による事
業所の紹介等が月額１万円。令和５年度の見込
件数は、対象者１名で６カ月間の支援を想定し
予算を計上した。対象者を末期のがん患者と限
定した理由は、群馬県との共同事業のため、群
馬県の対象要件と同
様に対象者を設定し
たためである。

●特産品創出事業 【商工課】

　　事業の目的や内容は。
　　市を象徴する新たな特産品を創出し、ふる
さと納税の返礼品などで活用することで、寄附
額の増加につなげることを目的に実施する。新
たな特産品の開発や販路の拡大などについて、
専門家によるスクール形式での講座を約４０日
間開催し、主にプロデュースを中心に行ってい
く。素材の選び方、味のつけ方、販売方法、Ｐ
Ｒ方法について、専門家から直接説明を受け
る中でノウハウ学び、短
期間で集中的に磨き上げ
ていく。令和５年度につ
いては、食品と工芸品を
テーマに事業を実施をし
ていく予定。

●ホームページ管理システム導入事業 【秘書課】

　　ホームページ管理システムの全面リニューアルの内容と現在のホームページへのアクセス数は。
　　ホームページのトップページの現在のデザインは、すでに１０年が経過し
ているため、全面的にリニューアルし、スマートフォンやタブレットへ適合す
るように改修し、情報分類の見直しなども行い、誰もが使いやすいホームペー
ジを目指していく。また、令和４年度現在のトップページのアクセス数は、約
６９万アクセスあり、リニューアル後はそれを上回るアクセス数を目指したい。

●ヤングケアラー支援事業 【こども課】

　　事業内容と、令和５年度の利用人数の見込
みは。
　　事業内容は、ヤングケアラーを把握した場
合、既存の福祉サービスで対応できない場合に
は、家事支援や育児支援のヘルパー派遣を行う
もの。支援時間は１時間または２時間で、ヘル
パー１人を週２回派遣する。令和５年度の利用
人数は、みどり市教育委員会でヤングケアラー
が潜在的にどのくらいいるのか聞き取り調査を
した結果を基に、
１時間利用者が２
人、２時間利用者
が２人の計４人を
見込んでいる。

問

問
問

問

問

答

答

答

答

答
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政治倫理審査会とは

みどり市政治倫理審査会 ～審査結果報告～

審査結果

設置根拠

政治倫理審査会委員（委員数７人）

設置期間

審査の経過（対象議員：大澤映男議員）

　本審査請求については、審査を打ち切ることと決定した。そのため、審査会として、政治倫理基準違反の存否は表明し
ない。
〔理由〕
　本審査会は、条例第７条の規定に基づき、議長から付託を受け、審査請求に対する審査を行ってきた。
　しかしながら、令和４年みどり市議会第４回定例会において、審査請求と趣旨を同じくする内容の対象議員に対する辞
職勧告決議案が提出され、採決の結果、挙手少数により、本決議案は否決された。
　このことにより、以下のとおり、本審査請求における審査を打ち切ることと決定した。
　（１）本審査会において審査を進めている中で、本会議で審査請求と同趣旨の決議案が否決されたことにより、実質的
に本審査会が審査を付託された件については結論が出されたものと考えられ、本審査会の今後の審査の意義がなくな
り、議長に対して、政治倫理基準違反の存否を決定する審査結果を報告する意義もなくなっ
たものと考えられるため。

　（２）本会議での決議案の提出、審議結果により、公平公正な視点で審査を行うという審査
会本来の役割を果たせなくなってしまったため。

　（３）本会議に提出された決議案に関し、本審査会の委員が、提出者及び賛成者となることは、
審査会の位置づけや立場を無視した本末転倒な事態であり、同じく委員が、本会議で討論
等において賛否を表明されたことにより、継続中である審査会の中で、公平公正な審査が
できなくなるおそれがあるため。

　みどり市議会議員政治倫理条例に基づき、議員の政治倫理基準に違反する行為の存否について審査をするため設置され
た審査会は、令和４年１２月２２日に審査を終えましたので、結果の概要を公表します。

詳細はみどり市ＨＰへ↑

　みどり市議会議員政治倫理条例第７条の規定に基づき設置

　令和４年１０月２１日から令和４年１２月２２日まで

　◎委員長　宮﨑　武　　○副委員長　杉山英行　　委員　阿左美　守
　　委員　　椎名祐司　　　委員　　　武井俊一　　委員　松井　篤　　　委員　髙草木弘子

　市民等は、市議会議員がみどり市議会議員政治倫理条例で定める政治倫理基準に違反する行為をした疑いがあると認め
られるときは議長に対して審査の請求をすることができる。
　政治倫理審査会は、議長の求めに応じて請求のあった事案を調査、審査し、その結果を議長に報告する。

　【審査の経過（概要）】
〔第１回〕　１　委嘱状の交付　　２　正副委員長の選出
〔第２回〕　１　審査請求書の内容確認　　２　今後の審査の進め方の確認
〔第３回〕　１　対象議員の弁明　　２　審査請求者への事情聴取
〔第４回〕　１　学識経験者からの意見聴取
〔第５回〕　１　これまでの会議内容を踏まえた意見集約
〔第６回〕　１　これまでの会議内容を踏まえた意見集約
〔第７回〕　１　審査結果報告書の内容確認及び議長への提出
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

旧東中学校体育館内にボルダリング施設が
整備されます

こんな議論がされました 　
ス
ポ
ー
ツ
行
政
を
総
合
的
か
つ
一

体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
教
育
に
関

す
る
事
務
の
う
ち
学
校
に
お
け
る
体

育
に
関
す
る
も
の
を
除
く
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
事
務
の
職
務
権
限
の
特

例
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の

と
の
説
明
。 

　
委
員
か
ら
、
体
育
施
設
の
所
管
が

変
わ
り
、
今
ま
で
と
違
う
利
用
方
法

に
な
る
と
思
う
が
、
市
民
へ
ど
の
よ

う
に
周
知
す
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
今
回
変
更
に
な
る
部
分
が
、
教

育
庁
舎
で
鍵
の
貸
し
借
り
を
し
て
い

た
も
の
が
、
大
間
々
庁
舎
に
変
更
に

な
る
が
、
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
だ

け
で
な
く
、
市
内
に
ど
の
よ
う
な
体

育
施
設
が
あ
る
の
か
を
含
め
て
、
広

報
等
で
し
っ
か
り
周
知
し
て
い
き
た

い
と
の
説
明
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

●�

教
育
に
関
す
る
事
務
の

職
務
権
限
の
特
例
を
定

め
る
条
例

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄

附
活
用
事
業
」
に
要
す
る
経
費
の
財

源
に
充
て
る
た
め
、
基
金
の
設
置
管

理
及
び
処
分
に
関
す
る
必
要
な
事
項

を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
と

の
説
明
。 

　
委
員
か
ら
、
寄
附
金
は
い
ろ
い
ろ

な
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
市
が

指
定
し
て
い
る
重
要
文
化
財
に
も
活

用
が
で
き
る
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
み
ど
り
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
ひ
も
づ
い
て
い

る
事
業
に
使
え
る
た
め
、
市
指
定
文

化
財
に
も
活
用
で
き
る
と
の
説
明
あ

り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

　
旧
東
中
学
校
体
育
館
内
に
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
施
設
を
整
備
す
る
に
あ
た

り
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
交
流

人
口
の
増
加
を
図
り
、
東
町
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
、
地
域
の
活
性
化
を

促
す
た
め
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て
定
め
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の
と
の
説
明
。

　
委
員
か
ら
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設

の
使
用
方
法
は
と
の
質
疑
が
あ
り
、

来
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
使
用
許
可

申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
初

回
の
方
に
は
講
習
を
受
講
後
、
登
録

者
証
を
発
行
し
、
利
用
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
２
回
目
以
降
は
登
録
者

証
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
利

用
が
で
き
る
と
の
説
明
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

●�

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
金
条
例

●�

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
条
例

Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

○ 

教
育
に
関
す
る
事
務
の

職
務
権
限
の
特
例
を
定

め
る
条
例

○ 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
金
条
例

○ 

手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○ 

附
属
機
関
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

○ 

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
条

例
○ 

社
会
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
３
月
15
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
議
案
（
６
件
）
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Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

○ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

○ 

指
定
管
理
者
の
指
定
の

期
間
変
更
（
み
ど
り
市

立
厚
生
会
館
）

○ 

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
中
止
を
求
め

る
意
見
書
」
を
政
府
に

送
付
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
書 

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

みどり市社会福祉協議会大間々支所の移転に伴い､
指定管理者の指定期間が変更になります。

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
３
月
10
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
議
案
（
３
件
）

こんな議論がされました 　
令
和
５
年
４
月
か
ら
健
康
保
険
等

の
被
保
険
者
に
対
す
る
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
と
の
均
衡
を
図

る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
に
対
す
る
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
を
同
様
に
引
き
上
げ
る
改
正
を

行
う
も
の
と
の
説
明
。

　
委
員
か
ら
、
一
般
会
計
を
含
め
た

今
後
の
国
保
運
営
の
財
源
措
置
の
取

扱
い
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
地
方

交
付
税
か
ら
３
分
の
２
が
入
り
、
国

庫
負
担
金
と
し
て
令
和
５
年
度
に
限

り
５
０
０
０
円
の
補
助
が
あ
る
が
、

安
定
運
営
を
図
る
た
め
に
、
今
後
国

へ
財
政
支
援
な
ど
要
望
し
て
い
き
た

い
と
の
説
明
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

●�

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

●�

指
定
管
理
者
の
指
定
の

期
間
変
更
（
み
ど
り
市

立
厚
生
会
館
）�

　
み
ど
り
市
立
厚
生
会
館
の
指
定
管

理
者
で
あ
る
み
ど
り
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
大
間
々
支
所
の
機
能
が
、
み

ど
り
市
役
所
大
間
々
庁
舎
に
移
転
さ

れ
る
た
め
、
現
行
の
指
定
管
理
者
の

指
定
期
間
を
５
年
か
ら
２
年
に
変
更

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
指
定

期
間
は
既
に
議
決
を
受
け
て
い
る
事

項
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
る
も
の

と
の
説
明
。

　
委
員
か
ら
、
厚
生
会
館
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
市
民
の

方
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
期
間
に

お
い
て
は
し
っ
か
り
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
説
明
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

　
委
員
か
ら
、
国
が
仕
入
税
額
控
除

に
関
す
る
経
過
措
置
を
設
置
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
激

変
緩
和
措
置
は
一
時
的
な
も
の
で
あ

り
、
終
了
後
は
ま
た
厳
し
い
状
態
に

な
る
と
の
説
明
あ
り
。

　
討
論
と
し
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
よ
り
非
課
税
業
者
の
方
や
自
由
業

の
方
、
農
業
の
方
が
不
安
に
な
る
よ

う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本

来
こ
の
制
度
は
任
意
で
あ
る
た
め
、

そ
こ
ま
で
影
響
が
出
る
か
分
か
ら
な

い
と
の
反
対
討
論
あ
り
。 

　
採
決
の
結
果
、
挙
手
な
し
に
よ
り

不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●�

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
中
止
を
求
め

る
意
見
書
」
を
政
府
に

送
付
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
書�
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Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

○ 

塩
原
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
条
例
の
廃
止

○ 

国
民
宿
舎
条
例
の
廃
止 

○ 

ま
ち
な
か
交
流
館
条
例

の
廃
止

○ 

建
築
基
準
法
関
係
手
数

料
条
例
の
一
部
改
正

○ 

長
期
優
良
住
宅
の
普
及

の
促
進
に
関
す
る
法
律

関
係
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正

○ 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関

す
る
法
律
関
係
手
数
料

条
例
の
一
部
改
正

○
市
道
の
路
線
認
定

経
済
建
設
常
任
委
員
会

サンレイク草木再建に伴い、令和５年３月
末日をもって同施設を一時閉館します

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
３
月
14
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
議
案
（
７
件
）

こんな議論がされました 　
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
第
１
期

計
画
に
基
づ
き
、
今
後
も
必
要
な
機

能
は
多
世
代
交
流
館
に
移
転
し
、
そ

の
他
の
施
設
お
よ
び
設
備
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
を
考
慮
し
て
解
体
す
る

た
め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
と
の

説
明
。

　
委
員
か
ら
、
建
物
解
体
後
の
跡
地

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
解
体
後
は
更
地
に
し
て
管
理
し

て
い
く
予
定
と
の
説
明
あ
り
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

　
国
民
宿
舎
サ
ン
レ
イ
ク
草
木
を
再

建
す
る
方
針
に
基
づ
き
、
令
和
５
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
現
施
設
を
一
旦

閉
館
す
る
た
め
、
同
施
設
の
設
置
お

よ
び
管
理
に
つ
い
て
定
め
る
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
と
の
説
明
。

　
質
疑
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結

果
、
挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

●�

塩
原
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

条
例
の
廃
止

●�

国
民
宿
舎
条
例
の
廃
止

　
市
道
笠
懸
１
４
１
９
号
線
は
県
道

大
間
々
世
良
田
線
と
市
道
笠
懸
１
３

７
７
号
線
を
つ
な
ぐ
路
線
と
し
て
新

た
に
整
備
す
る
た
め
、
ま
た
、
市
道

笠
懸
３
２
３
２
号
線
、
４
４
０
８
号

線
、
４
４
０
９
号
線
お
よ
び
市
道
大

間
々
４
４
９
５
号
線
は
譲
与
ま
た
は

寄
附
を
受
け
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
路

線
の
認
定
を
行
う
に
当
た
り
、
道
路

法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
と
の
説
明
。

　
質
疑
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結

果
、
挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

　
一
般
社
団
法
人
み
ど
り
市
観
光
協

会
の
設
立
に
伴
い
、
同
協
会
の
事
務

所
と
し
て
施
設
を
貸
し
出
す
に
当
た

り
、
ま
ち
な
か
交
流
館
を
観
光
施
設

と
し
て
の
用
途
を
廃
止
し
て
普
通
財

産
と
す
る
た
め
、
同
施
設
の
設
置
お

よ
び
管
理
に
つ
い
て
定
め
る
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
と
の
説
明
。

　
質
疑
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結

果
、
挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

●�

ま
ち
な
か
交
流
館
条
例

の
廃
止

●�

市
道
の
路
線
認
定



一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

録画映像
あります

広和クラブ 柴﨑　訓佳 議員

本文  原稿

答
弁
…
持
っ
て
い
る
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

職
場
づ
く
り
や
現
場
主
義
を
掲
げ
て
い
る
が
。

Q
過
去
３
年
間
の
病
休
取
得
者
数

と
早
期
退
職
者
数
は
。

A
総
務
部
長　
原
因
が
精
神
疾
患

に
よ
る
病
休
取
得
者
数
は
、
令
和

２
年
度
が
15
人
、
令
和
３
年
度
が

1６
人
、
令
和
４
年
度
が
1６
人
。
早

期
退
職
者
数
は
、
令
和
２
年
度
が

７
人
、
令
和
３
年
度
が
1７
人
、
令

和
４
年
度
が
1６
人
。

Q
危
機
感
を
抱
く
よ
う
な
数
字
と

感
じ
る
が
原
因
の
調
査
、
究
明

は
。

A
総
務
部
長　
病
休
取
得
者
に
つ

い
て
は
、
う
つ
病
の
職
員
が
多

く
、
適
応
障
害
と
い
っ
た
診
断
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
原
因
と
し
て

は
、
職
場
内
の
人
間
関
係
や
業
務

量
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
対
応
上
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
も
の
が
多
い
と
考
え
る
。
早
期

退
職
者
に
つ
い
て
は
、
転
職
や
体

調
不
良
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職
員
の
体

調
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対

制
を
整
え
て
い
る
。

Q
み
ど
り
市
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
。

A
総
務
部
長　
令
和
３
年
１
月
に

本
市
の
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
な
ど
に
関
す
る
規
程

を
制
定
し
た
。
現
状
で
は
、
現
在

の
規
程
を
し
っ
か
り
運
用
し
て
い

き
た
い
。

Q
市
長
は
、
風
通
し
の
よ
い
職
場

づ
く
り
や
現
場
主
義
を
掲
げ
て
い

る
が
、
現
状
で
の
お
考
え
は
。

A
市
長　
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

し
て
い
く
た
め
に
、
職
員
が
持
っ

て
い
る
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
最
も

重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
私
が
掲

げ
て
い
る
風
通
し
の
よ
い
職
場
づ

く
り
を
行
う
こ
と
が
、
市
長
と
し

て
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

す
る
対
応
は
。

A
総
務
部
長　
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

国
の
経
済
対
策
、
コ
ロ
ナ
の
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業

な
ど
の
緊
急
的
な
対
応
、
ま
た
は

分
散
勤
務
な
ど
を
行
い
、
環
境
の

変
化
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
職
員

も
い
た
と
感
じ
て
い
る
。
部
次
長

及
び
課
長
に
調
査
を
依
頼
し
、
分

析
結
果
を
踏
ま
え
対
応
方
法
に
つ

い
て
の
相
談
と
情
報
共
有
を
行
っ

た
。

Q
公
務
員
に
は
人
権
尊
重
の
意
識

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に

人
権
侵
害
に
お
い
て
は
、
業
務
執

行
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
行
為

だ
と
考
え
る
。
職
場
内
で
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
実
状
に
つ
い
て
の
把

握
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

A
総
務
部
長　
近
年
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
す
る
相
談
、
報
告
は
受

け
て
い
な
い
。
産
業
医
に
よ
る
相

談
窓
口
や
外
部
委
託
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
お
り
、
継
続
し
て
体

※ＱＲコードがご利用いただけます
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一般質問 一 般 質 問

Q
現
在
、
通
常
学
級
に
在
籍
し
、

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の

現
状
は
。

A
教
育
部
長　
教
育
支
援
の
対
象

と
し
て
の
児
童
生
徒
は
、
年
々
増

加
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
３
年
間

で
約
２
倍
と
い
う
状
況
で
、
学
習

面
や
行
動
面
で
著
し
い
困
難
を
示

す
、
発
達
障
害
の
可
能
性
の
あ
る

児
童
生
徒
は
増
加
し
て
い
る
。

Q
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
特
別

支
援
学
級
及
び
通
級
指
導
教
室
に

よ
る
指
導
体
制
の
現
状
は
。

A
教
育
部
長　

通
級
指
導
教
室

は
、
笠
懸
小
学
校
の
ほ
か
に
、
令

和
３
年
度
は
大
間
々
南
小
学
校
、

令
和
４
年
度
は
笠
懸
西
小
学
校
に

も
開
設
し
、
中
学
生
も
指
導
が
受

け
ら
れ
る
状
況
を
整
備
し
た
。

Q
み
ど
り
っ
子
相
談
会
の
概
要

は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
平
成
２８
年
度

か
ら
、
５
歳
児
の
保
護
者
を
対
象

に
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
状
況

や
保
護
者
の
心
配
事
な
ど
を
確
認

て
使
い
勝
手
は
向
上
し
、
連
携
し

た
取
組
も
期
待
で
き
る
が
、
庁
内

関
連
部
署
と
調
査
研
究
し
て
い

く
。

岩
宿
博
物
館
も
含
め

た
、
全
体
的
な
博
物
館

の
整
備
計
画
を
推
進
し
て
ほ
し

い
。

Q
創
建
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、

な
が
め
余
興
場
及
び
な
が
め
公
園

整
備
計
画
推
進
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

A
市
長　
な
が
め
余
興
場
は
、
景

観
重
要
建
造
物
に
位
置
づ
け
る
と

と
も
に
、
文
化
庁
の
近
代
化
遺
産

に
登
録
が
で
き
る
よ
う
保
存
に
努

め
た
い
。
今
後
、
芝
居
小
屋
の
魅

力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

た
め
、
全
国
芝
居
小
屋
会
議
の
誘

致
や
高
津
戸
峡
、
要
害
山
な
ど
の

周
辺
資
源
の
活
用
と
合
わ
せ
て
、

一
体
的
な
整
備
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

す
る
た
め
、
子
ど
も
の
行
動
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
、

保
護
者
へ
の
相
談
会
を
行
い
、
臨

床
心
理
士
や
相
談
支
援
専
門
医
、

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
学
校
教

員
、
保
健
師
等
の
専
門
職
が
、
子

ど
も
の
力
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
る
と
良
い
の
か

な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。　
　
　

障
が
い
児
支
援
と
し

て
、
当
該
保
護
者
と
丁

寧
な
話
し
合
い
が
で
き
る
場
の
提

供
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
大
間
々
博
物
館
に
隣
接
す
る
空

き
店
舗
な
ど
を
取
得
し
、
ま
ち
な

か
交
流
館
と
一
体
的
に
利
活
用
す

る
考
え
は
。

A
教
育
部
長　
大
間
々
博
物
館
は

今
後
も
保
存
活
用
し
、
後
世
に
残

し
た
い
。
大
間
々
博
物
館
と
ま
ち

な
か
交
流
館
の
間
に
私
道
が
あ

り
、
こ
の
空
き
店
舗
の
土
地
を
利

活
用
で
き
れ
ば
、
博
物
館
に
と
っ

答
弁
…
全
国
芝
居
小
屋
会
議
の
誘
致
や
高
津
戸
峡
、
要
害
山
な
ど
、
一
体
的
な
整
備
を
し
た
い

な
が
め
余
興
場
及
び
な
が
め
公
園
整
備
計
画
の
推
進
は

録画映像
あります

本文  原稿
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
地
域
の
集
会
施
設
、
地
区
公
民

館
用
地
な
ど
の
現
状
と
課
題
は
。

A
総
務
部
長　
地
域
集
会
施
設
用

地
は
、
全
体
の
７
割
以
上
が
、
公

有
地
。
借
地
の
場
合
は
、
行
政
区

が
地
権
者
と
契
約
を
し
て
賃
借
料

を
負
担
し
て
お
り
、
こ
の
賃
借
料

に
対
し
市
が
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
課
題
と
し
て
、
借
地
の
場

合
、
地
権
者
の
意
向
が
変
わ
る
場

合
な
ど
、
使
用
の
継
続
性
に
つ
い

て
不
安
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

Q
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
、

用
地
の
現
状
と
課
題
は
。

A
教
育
部
長　
笠
懸
町
の
青
少
年

広
場
、
大
間
々
町
の
こ
ど
も
広
場

な
ど
が
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
調
査
は

し
て
い
な
い
た
め
課
題
の
把
握
は

で
き
て
い
な
い
が
、
少
子
高
齢
化

や
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
多
様

化
な
ど
、
広
場
設
置
後
の
状
況
変

化
も
踏
ま
え
た
対
応
は
必
要
と
考

性
化
、
強
化
に
も
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

A
教
育
部
長　
行
政
区
の
意
向
も

確
認
し
、
今
後
も
、
地
域
の
活
性

化
に
必
要
な
施
設
と
し
て
活
用
す

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
公
有
化
を

計
画
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

A
市
長　
地
域
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

と
ら
え
る
と
と
も
に
、
他
の
公
共

施
設
で
の
代
替
は
で
き
な
い
か
な

ど
、
多
角
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
の
安
定
的

な
利
用
の
た
め
、
公
有
化
が
必
要

な
土
地
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位

を
付
け
、
計
画
的
に
公
有
化
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
財
源
に

つ
い
て
は
、
基
金
の
活
用
を
含
め

総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
公
園

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
市
有
地

で
あ
る
大
間
々
町
の
こ
ど
も
広
場

に
対
し
、
笠
懸
町
の
青
少
年
広
場

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
借
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
生
じ
る
課
題
に
つ
い
て

は
、
未
解
決
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
各
行
政
区
か
ら
の
公
有
化
要
望

は
。

A
教
育
部
長　
青
少
年
広
場
に
関

し
、
笠
懸
町
第
２
区
と
第
６
区
か

ら
公
有
化
の
要
望
が
あ
る

Q
地
域
の
集
会
施
設
な
ど
の
公
有

化
の
考
え
は
。

A
総
務
部
長　
借
地
料
が
、
市
と

行
政
区
共
に
財
政
的
な
面
で
負
担

に
な
っ
て
お
り
、
公
有
化
す
る
こ

と
で
課
題
解
消
に
つ
な
が
る
。
ま

た
、
地
域
集
会
施
設
用
地
な
ど
を

安
定
的
か
つ
継
続
的
に
拠
点
施
設

と
し
て
維
持
す
る
環
境
整
備
と
な

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

答
弁
…
計
画
的
に
公
有
化
を
進
め
た
い

地
域
の
集
会
施
設
な
ど
の
公
有
化
の
考
え
は

録画映像
あります

広和クラブ 武井　俊一 議員

本文  原稿
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一般質問 一 般 質 問

Q
阿
左
美
駅
前
の
歩
道
橋
に
つ
い

て
、
名
前
を
付
け
た
り
、
高
さ
を

活
か
し
展
望
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
地

域
の
名
所
に
す
る
考
え
は
。

A
総
務
部
長　
地
域
や
通
学
で
利

用
す
る
児
童
た
ち
に
親
し
ま
れ
、

郷
土
愛
が
深
ま
る
よ
う
笠
懸
東
小

学
校
の
児
童
会
か
ら
愛
称
を
考
案

し
て
も
ら
う
。

Q
阿
左
美
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
は

日
陰
が
な
い
た
め
、
夏
の
猛
暑
対

策
と
し
て
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
や
花

壇
用
の
水
道
栓
設
置
の
考
え
は
。

A
副
市
長　
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

は
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

の
利
用
者
の
増
加
な
ど
、
状
況
の

変
化
を
見
な
が
ら
市
内
地
の
駅
も

含
め
総
合
的
に
判
断
す
る
。

Q
令
和
５
年
１
月
15
日
か
ら
試
験

運
行
さ
れ
た
路
線
バ
ス
の
利
用
状

況
は
。

A
総
務
部
長　
２
月
14
日
ま
で
の

１
カ
月
で
３
４
３
人
の
利
用
が
あ

り
、
１
日
平
均
で
は
11
人
強
と

乗
り
入
れ
客
数
を
増
や
す
。

Q
み
ど
り
市
は
３
年
後
の
令
和
８

年
に
合
併
２0
周
年
を
迎
え
、
阿
左

美
駅
は
４
年
後
の
令
和
９
年
に
開

業
９0
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
３
～

４
年
間
で
、
本
市
と
し
て
で
き
る

事
は
。

A
市
長　
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
な
が

ら
東
武
鉄
道
に
引
き
続
き
要
望
活

動
を
行
い
、
阿
左
美
駅
へ
の
特
急

停
車
が
実
現
す
る
よ
う
、
地
域
と

連
携
し
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
み
ど
り
市
指
定
ご
み
袋
に
つ
い

て
今
後
の
方
向
性
は
。

A
生
活
環
境
課
長　

中
身
が
見

え
、
記
名
す
る
こ
と
で
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
面
で
負
担
を
か
け
て

い
る
が
、
分
別
の
徹
底
、
マ
ナ
ー

の
向
上
、
収
集
処
理
作
業
の
安
全

確
保
、
持
ち
込
み
防
止
な
ど
を
配

慮
し
た
も
の
で
、
市
民
に
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
依
頼
し
て
い

る
。

な
っ
て
い
る
。
乗
車
が
多
い
バ
ス

停
は
、
大
間
々
駅
７4
人
、
さ
く
ら

も
ー
る
51
人
、
阿
左
美
駅
4９
人
、

笠
懸
庁
舎
4８
人
で
、
降
車
が
多
い

バ
ス
停
は
、
大
間
々
駅
６８
人
、
さ

く
ら
も
ー
る
と
笠
懸
庁
舎
が
６0

人
、
阿
左
美
駅
が
41
人
と
な
っ
て

い
る
。

Q
桐
生
大
学
送
迎
バ
ス
の
阿
左
美

駅
利
用
状
況
は
。

A
総
務
部
長　
大
学
の
授
業
が
あ

る
日
で
、
１
日
に
２5
人
か
ら
多
い

日
で
4２
人
の
利
用
が
あ
る
。

Q
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
桐
生
送
迎
バ
ス

の
阿
左
美
駅
利
用
状
況
は
。

A
総
務
部
長　
１
日
８
本
の
便
が

あ
り
、
１
日
当
た
り
平
均
で
1６
人

の
利
用
が
あ
る
。

Q
各
種
バ
ス
が
ロ
ー
タ
リ
ー
に
乗

り
入
れ
る
効
果
と
展
望
は
。

A
総
務
部
長　
複
数
の
バ
ス
が
乗

り
入
れ
る
こ
と
で
、
鉄
道
利
用
と

定
時
路
線
バ
ス
の
市
内
各
駅
へ
結

節
す
る
ル
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら

答
弁
…
児
童
会
か
ら
愛
称
を
考
案
し
て
も
ら
う

阿
左
美
駅
前
の
歩
道
橋
を
地
域
の
名
所
に
す
る
考
え
は

録画映像
あります

新令クラブ 藤生　吉顕 議員

本文  原稿
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
令
和
４
年
の
日
本
の
出
生
数

は
、
初
め
て
８0
万
人
を
切
り
７７
万

人
と
な
っ
た
。
幼
児
教
育
無
償
化

の
内
容
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
３
歳
～
５
歳

児
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
と
、
０

歳
～
２
歳
児
ま
で
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
子
ど
も
に
つ
い
て
幼
稚

園
、
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
の
費
用
の
無
償
化
が
柱
と
な
っ

て
い
る
。
３
歳
～
５
歳
児
の
保
育

料
は
無
料
。
保
護
者
か
ら
の
実
費

徴
収
は
教
材
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、

食
料
費
。
こ
の
う
ち
市
内
の
11
園

で
共
通
し
て
い
る
項
目
は
食
料
費

の
み
。

Q
３
歳
～
５
歳
児
の
全
部
の
食
料

費
の
徴
収
金
額
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
令
和
３
年
度

実
績
は
、
３
歳
～
５
歳
児
の
合
計

７
３
８
４
人
か
ら
３
３
２
２
万
８

０
０
０
円
に
な
る
。

Q
無
償
に
す
る
考
え
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
市
は
単
独
事

業
と
し
て
３
歳
～
５
歳
児
の
第
３

討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
働
け
な
く

な
っ
た
７1
歳
の
独
居
女
性
が
支
援

策
を
求
め
て
市
役
所
へ
行
っ
た
。

該
当
す
る
支
援
策
が
な
い
こ
と
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
の
緊
急
小
口

資
金
を
紹
介
さ
れ
、
３
月
分
の
家

賃
３
万
３
０
０
０
円
と
給
料
日

ま
で
の
生
活
費
１
万
円
の
合
計

４
万
３
０
０
０
円
を
借
り
た
が
、

通
勤
の
た
め
の
ガ
ソ
リ
ン
代
や
治

療
の
た
め
の
医
療
費
ま
で
は
借
り

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ロ

ナ
の
感
染
力
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

よ
り
は
る
か
に
高
く
、
後
遺
症
も

重
い
。
窓
口
で
の
親
身
な
相
談

は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
相
談
者
の
意

向
が
最
重
要
だ
。
相
談
を
受
け
止

め
て
、
い
か
に
必
要
な
支
援
が
提

供
で
き
る
か
考
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

子
以
降
の
食
料
費
を
無
償
に
し
て

い
る
。
国
や
県
か
ら
の
特
定
財
源

が
な
い
た
め
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

Q
０
歳
～
２
歳
児
の
無
償
化
は
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
限
定
だ
。
保

護
者
か
ら
の
実
費
徴
収
に
つ
い
て

は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
０
歳
～
２
歳

児
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
保
育

の
必
要
性
が
あ
る
子
ど
も
に
つ
い

て
の
み
保
育
料
を
無
償
化
。
保
護

者
か
ら
は
、
保
育
料
の
他
に
教
材

費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
費
、
傷
害
保
険
料
な

ど
徴
収
し
て
い
る
。

Q
０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
料
の
無

償
化
の
考
え
と
そ
の
費
用
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
食
料
費
は
保

育
料
に
含
ま
れ
る
た
め
負
担
は
な

い
。
令
和
３
年
度
の
実
績
で
保
育

料
は
６
１
５
４
万
５
０
０
０
円
、

対
象
人
数
は
４
１
０
５
人
に
な

る
。
保
育
料
を
完
全
無
償
化
に
す

れ
ば
新
た
な
支
出
が
増
え
る
。
市

の
単
独
事
業
の
拡
大
は
慎
重
に
検

答
弁
…
６
１
５
４
万
５
０
０
０
円
、
単
独
事
業
の
拡
大
は
慎
重
に
検
討
し
た
い

０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
の
考
え
と
そ
の
費
用
は

録画映像
あります
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一般質問 一 般 質 問

Q
令
和
４
年
1２
月
議
会
で
の
質
問

の
回
答
は
、
財
政
的
な
面
か
ら
国

の
動
向
を
待
つ
と
い
っ
た
答
弁
だ

っ
た
。
市
民
の
痛
み
を
守
れ
な
い

よ
う
な
行
政
で
は
、
市
民
か
ら
の

信
頼
は
得
ら
れ
な
い
。
任
意
接
種

に
補
助
金
を
令
和
５
年
度
中
に
出

す
よ
う
強
く
た
だ
し
て
お
く
。

A
保
健
福
祉
部
長　

ビ
ケ
ン
に

４
０
０
０
円
、
シ
ン
グ
リ
ッ
ク

ス
に
１
万
円
の
補
助
を
し
た
場

合
、
50
歳
以
上
の
市
民
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
補
助
に
予
想
と
し
て
約

１
９
０
０
万
円
掛
か
る
こ
と
に
な

る
。

A
副
市
長　
今
一
度
、
何
を
す
れ

ば
予
算
確
保
が
で
き
る
の
か
検
討

し
た
い
。

そ
れ
で
な
く
て
も
加
齢

の
た
め
、
痛
み
や
さ
ま

ざ
ま
な
苦
痛
を
伴
う
も
の
、
早
期

の
対
応
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
野
良
猫
を
地
域
猫
に
転
換
す
る

施
策
は
。

に
す
る
た
め
に
は
、
３
町
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
生
か
し
た
エ
リ
ア
造

り
が
大
事
。
笠
懸
エ
リ
ア
は
、
み

ど
モ
ス
を
配
し
た
複
合
大
型
遊
具
、

大
間
々
エ
リ
ア
に
は
、
な
が
め
余

興
場
、
コ
ノ
ド
ン
ト
館
な
ど
大
正

ロ
マ
ン
溢
れ
る
舞
台
付
き
の
休
息

場
、
東
町
エ
リ
ア
に
は
、
わ
た
ら

せ
渓
谷
鐵
道
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

鉄
道
模
型
な
ど
と
い
っ
た
み
ど
り

市
の
特
色
を
。

A
都
市
建
設
部
長　
先
進
地
視
察

を
行
い
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
た

公
園
造
り
を
す
る
。

Q
傾
斜
地
を
生
か
し
た
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
遊
具
の
グ
リ
ッ
サ
ン
ド
滑

り
台
設
置
も
早
期
に
視
察
を
。

A
都
市
建
設
部
長　
早
期
に
担
当

者
が
目
で
見
て
体
感
し
た
い
。

み
ど
り
市
に
は
公
園
が

無
い
と
言
っ
た
多
く
の

市
民
の
声
を
少
し
で
も
解
消
し
、

市
民
が
誇
れ
る
公
園
を
強
く
望

む
。

A
生
活
環
境
課
長　
地
域
猫
と
し

て
一
代
限
り
の
生
を
全
う
さ
せ
る

施
策
を
模
索
し
て
い
る
。

Q
段
階
を
経
て
地
域
猫
に
す
る
た

め
、
不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
す
る

た
め
の
方
策
は
。

A
生
活
環
境
課
長　
現
在
、
さ
ま

ざ
ま
な
援
助
施
策
を
模
索
し
て
い

る
。

Q
群
馬
県
飼
い
主
の
い
な
い
猫
対

策
支
援
事
業
や
公
益
財
団
法
人
ど

う
ぶ
つ
基
金
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
手
を
借
り
る
が
、
無
料
で
不
妊

去
勢
手
術
が
受
け
ら
れ
る
も
の
も

あ
る
。

A
生
活
環
境
課
長　
有
意
義
な
提

案
を
い
た
だ
い
た
。
速
や
か
に
対

応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
西
鹿
田
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、

現
状
の
よ
う
な
進
め
方
で
間
に
合

う
か
。

A
都
市
建
設
部
長　
予
定
完
成
年

度
内
に
進
め
る
。

Q
み
ど
り
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
公
園

答
弁
…
今
一
度
、何
を
す
れ
ば
予
算
確
保
が
で
き
る
の
か
検
討
し
た
い
。

帯
状
疱
疹
任
意
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
補
助
金
は
無
理
か
。

録画映像
あります
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
孤
独
・
孤
立
対
策
に
つ
い
て
の

捉
え
方
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
関
係
機
関
、

地
域
住
民
と
連
携
し
福
祉
な
ん
で

も
相
談
の
周
知
を
図
り
、
課
題
を

抱
え
た
人
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い

く
。

Q
孤
独
・
孤
立
に
関
す
る
実
態
調

査
と
孤
独
死
・
孤
立
死
の
実
態

は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
令
和
４
年
度

市
内
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
数

は
、
笠
懸
町
６
７
５
人
、
大
間
々

町
８
５
１
人
、
東
町
１
４
６
人
で

合
計
１
６
７
２
人
。
孤
独
死
、
孤

立
死
の
実
数
を
把
握
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
市
の
職
員
が
立
ち
会

い
、
自
宅
で
誰
に
も
看
取
ら
れ
ず

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
事
例
は
、

令
和
元
年
度
２
件
、
令
和
２
年
度

６
件
、
令
和
３
年
度
４
件
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル

予
防
の
現
状
は
。

大
会
に
出
場
が
で
き
な
く
な
り
、

合
同
チ
ー
ム
で
の
参
加
、
教
員
が

複
数
の
部
顧
問
を
担
当
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
も
生
じ
て
い
る
。

Q
本
市
の
部
活
動
地
域
移
行
に
関

し
て
の
状
況
は
。

A
教
育
部
長　
市
担
当
職
員
が
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
研
修
会
へ
参

加
、
先
進
地
視
察
。
桐
生
市
と
連

携
し
地
域
移
行
に
向
け
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

Q
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て
の

課
題
は
。

A
教
育
長　
会
費
、
送
迎
、
保
険

な
ど
の
家
庭
費
用
負
担
な
ど
が
懸

念
さ
れ
る
。

Q
指
導
者
の
確
保
は
。

A
教
育
長　

人
材
バ
ン
ク
の
整

備
、
教
師
が
兼
職
兼
業
の
許
可
を

得
ら
れ
る
よ
う
規
定
改
善
に
努
め

て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　

A
保
健
福
祉
部
長　
令
和
４
年
度

に
つ
い
て
は
、
感
染
症
対
策
を
講

じ
な
が
ら
介
護
予
防
教
室
な
ど
を

再
開
し
フ
レ
イ
ル
予
防
、
認
知
症

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に

地
域
介
護
予
防
教
室
は
、
地
域
の

民
生
委
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
在
宅

高
齢
者
支
援
機
関
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
協
力
し
実
施

し
て
い
る
。

Q
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
に
お
け
る

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

A
市
長　
令
和
５
年
度
に
健
康
づ

く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
一
体
的

に
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
局
を
設

置
し
、
交
流
と
健
康
寿
命
の
延
伸

を
目
指
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
生
活
を
支
援
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
現
時
点
で
の
中
学
校
部
活
動
の

課
題
は
。

A
教
育
部
長　
生
徒
数
の
減
少
に

よ
り
休
部
や
廃
部
を
し
、
単
独
で

答
弁
…
笠
懸
町
６
７
５
人
、
大
間
々
町
８
５
１
人
、
東
町
１
４
６
人
だ

１
人
暮
ら
し
高
齢
者
数
は

録画映像
あります
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一般質問 一 般 質 問

Q
出
産
費
用
と
出
産
祝
い
金
に
つ

い
て
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
出
産
費
用
の

平
均
は
、
全
体
で
51
万
９
３
５

円
。
出
産
祝
い
金
の
支
給
額
は
、

出
生
児
１
人
に
つ
き
１
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
令
和
４
年
1２
月
ま
で

の
実
績
は
２
１
４
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

Q
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
助
成
額
は
、

自
己
負
担
額
に
お
い
て
県
の
助
成

額
を
除
い
た
額
の
２
分
の
１
を
市

で
助
成
し
、
上
限
は
２0
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
令
和
４
年
度
の
実
績

は
申
請
者
41
人
、
妊
娠
確
定
者

は
２0
人
、
助
成
金
額
の
総
額
は

５
０
６
万
７
千
円
で
あ
る
。
令
和

４
年
度
よ
り
、
一
部
治
療
を
除
い

て
ほ
と
ん
ど
の
不
妊
治
療
が
保
険

適
用
と
な
っ
た
。

Q
第
３
子
以
降
紙
お
む
つ
給
付
費

に
つ
い
て
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
令
和
４
年
1２

月
ま
で
の
実
績
は
、
給
付
決
定
者

を
含
め
職
員
の
処
遇
を
協
議
し
て

い
る
。
ま
た
、
給
食
室
の
厨
房
器

具
の
入
替
な
ど
、
ド
ラ
イ
運
用
の

協
議
も
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
渋
滞
緩
和
策
と
し
て
、
桐
生
み

ど
り
消
防
署
入
口
交
差
点
に
時
差

式
信
号
機
の
設
置
は
。

A
市
長　
大
変
有
効
な
施
策
と
認

識
し
、
関
係
機
関
に
要
請
し
て
渋

滞
解
消
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
調
整
池
を
設
置
す
る
計
画
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
令
和
５
年
度

に
岡
登
用
水
路
北
側
に
調
整
池
を

設
置
す
る
た
め
の
測
量
設
計
業
務

と
雨
水
排
水
対
策
を
策
定
す
る
た

め
の
予
算
を
計
上
し
、
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。

Q
温
泉
施
設
の
排
水
対
策
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
雨
水
は
浸
透

貯
留
施
設
に
、
汚
水
は
新
設
の
ア

ク
セ
ス
道
路
に
下
水
道
管
を
埋
設

し
、
施
設
と
つ
な
げ
る
予
定
で
あ

る
。

１
１
６
人
、
利
用
額
１
７
９
万
８

千
円
、
利
用
枚
数
１
７
９
８
枚

で
、
県
内
1２
市
で
み
ど
り
市
の
み

が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

Q
第
３
子
以
降
副
食
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
令
和
４
年
1２

月
ま
で
の
実
績
は
、
対
象
者
１
０

５
人
、
助
成
額
３
５
０
万
６
３
４

４
円
で
あ
る
。

Q
保
育
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
幼
児
教
育
、

保
育
の
無
償
化
後
、
０
歳
児
か
ら

２
歳
児
は
保
育
料
の
み
、
３
歳
以

上
児
は
主
食
費
と
副
食
費
を
保
護

者
か
ら
実
費
徴
収
し
て
い
る
。

Q
早
く
施
策
の
充
実
を
。

A
副
市
長　
子
育
て
支
援
策
の
充

実
は
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
一
番

で
あ
る
た
め
、
事
業
の
見
直
し
を

し
て
充
実
に
努
め
る
。

Q
認
定
こ
ど
も
園
の
取
り
組
み
状

況
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
移
管
法
人
を

含
め
運
営
方
法
の
協
議
、
総
務
課

答
弁
…
令
和
５
年
度
に
測
量
設
計
予
算
を
計
上

調
整
池
を
設
置
す
る
計
画
は

録画映像
あります

本文  原稿

広和クラブ 杉山　英行 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
み
ど
り
市
の
高
齢
者
の
現
状
と

そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
課
題
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
令
和
５
年
１

月
末
、
６5
歳
以
上
の
人
口
は
１
万

４
８
７
７
人
、
高
齢
化
率
30
・
２

%
。
５
年
前
の
２
０
１
８
年
度
同

時
点
の
高
齢
者
数
は
２
・
６
%
、

３
７
７
人
増
加
、
高
齢
化
率
２８
・

６
%
と
比
較
し
、
１
・
６
ポ
イ
ン

ト
増
加
。
６5
歳
以
上
の
第
一
号

被
保
険
者
の
介
護
認
定
申
請
件

数
は
一
月
末
時
点
で
５
年
前
の

１
６
０
７
件
と
比
較
し
4２
・
５

%
、
６
８
３
件
増
加
。
本
市
に
お

い
て
も
高
齢
化
が
進
行
し
今
後
も

高
齢
者
数
は
増
加
す
る
と
見
込
ま

れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は
一

層
増
え
て
い
く
。

Q
介
護
認
定
の
遅
れ
が
目
立
つ
。

申
請
件
数
に
合
わ
せ
た
介
護
認
定

調
査
員
や
認
定
に
関
わ
る
職
員
の

調
整
が
必
要
だ
。

A
保
健
福
祉
部
長　
専
門
調
査
員

と
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員
５
人

を
採
用
し
、
申
請
件
数
が
多
い
時

策
が
必
要
だ
が
。

A
保
健
福
祉
部
長　
本
市
に
お
い

て
資
格
取
得
、
更
新
時
の
補
助
は

な
い
状
況
。
国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Q
介
護
予
防
事
業
の
整
備
状
況
、

専
門
職
の
関
わ
り
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
地
域
介
護
予

防
教
室
、
通
所
型
介
護
予
防
教
室

を
実
施
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
職
な
ど
が
携
わ
る
。

Q
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担

う
役
割
は
大
き
く
、
地
域
の
場
づ

く
り
は
市
の
重
要
な
取
り
組
み
だ

と
考
え
る
が
。

A
保
健
福
祉
部
長　
適
切
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
介
護
事
業
所
と
連

携
し
な
が
ら
高
齢
者
と
の
関
わ
り

を
持
っ
て
い
く
。

Q
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の

考
え
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
市
民
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
課
題
を
洗
い
出
し
、
支

援
策
を
打
ち
出
し
進
め
て
い
き
た

い
。

は
介
護
事
業
所
に
委
託
。
令
和
３

年
度
の
外
部
委
託
件
数
は
１
０
６

件
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
は
す
で

に
そ
れ
を
３
２
０
件
上
回
っ
て
い

る
。増
加
す
る
認
定
申
請
に
対
し
、

業
務
体
制
を
つ
く
り
整
備
を
進
め

る
。

Q
本
市
の
介
護
施
設
の
状
況
や
連

携
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
介
護
保
険
事

業
推
進
懇
談
会
に
て
介
護
施
設
の

代
表
者
で
あ
る
委
員
と
意
見
交
換

を
図
っ
て
い
る
。

現
場
で
働
く
方
た
ち
の

声
を
聞
く
た
め
に
積
極

的
に
介
護
施
設
へ
の
訪
問
を
。

Q
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
群
馬
県
と
県

社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
り

資
格
取
得
や
介
護
現
場
へ
の
就
労

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

Q
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
人
材
不
足

も
深
刻
で
喫
緊
の
課
題
だ
。
資
格

更
新
時
の
費
用
補
助
な
ど
の
支
援

答
弁
…
高
齢
化
が
進
行
し
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は
一
層
増
え
て
い
く

高
齢
者
の
現
状
と
見
え
て
く
る
課
題
は

録画映像
あります

新政クラブ 髙草木弘子 議員

本文  原稿
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一般質問 一 般 質 問

Q
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧

奨
再
開
に
よ
り
、
４
月
か
ら
従
来

の
ワ
ク
チ
ン
よ
り
高
い
感
染
予
防

効
果
が
あ
る
９
価
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
接
種
に
加
わ
る
が
情
報
提
供
と

周
知
方
法
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
対
象
者
に
９

価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
最
新
情
報

提
供
も
含
め
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
な
ど

広
く
周
知
を
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
以
前
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
、
ヘ
ル
パ
ー

の
無
料
派
遣
事
業
に
つ
い
て
事
例

を
挙
げ
て
質
問
し
た
が
。

A
保
健
福
祉
部
長　
令
和
５
年
度

新
規
事
業
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。
家
事
や
育
児
支
援
に
無
料
で

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
子
ど
も
た

ち
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
学
業
に

専
念
し
な
が
ら
、
子
ど
も
ら
し
い

生
活
が
送
れ
る
こ
と
が
目
的
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
新
設
か
た
く
り
の
湯
が
完
成
し

て
使
用
可
能
に
な
っ
た
時
、
高
齢

者
へ
の
入
浴
費
補
助
や
移
送
サ
ー

ビ
ス
へ
の
見
解
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
老
人
憩
の
家

の
入
浴
機
能
は
新
設
の
温
泉
施
設

に
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

高
齢
者
の
交
通
ア
ク
セ
ス
面
を
配

慮
し
、
当
面
の
間
代
替
え
移
送
を

行
う
。
入
浴
補
助
は
、
高
齢
者
福

祉
施
策
全
体
の
見
直
し
と
あ
わ
せ

て
次
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
く
。

Q
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
の
計
画
は
。

A
市
長　
拠
点
避
難
所
の
エ
ア
コ

ン
の
整
備
は
完
了
し
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
真
夏
の
暑
さ

対
策
と
し
て
、
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
大
き
な
課
題
。
今
後

は
拠
点
避
難
所
の
追
加
指
定
な
ど

避
難
所
の
環
境
整
備
の
充
実
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

っ
て
い
る
。

Q
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の
市
内

設
置
に
つ
い
て
の
構
想
は
。

A
市
長　
全
体
的
な
公
園
広
場
の

整
備
計
画
の
中
で
、
障
が
い
が
あ

る
方
も
な
い
方
も
一
緒
に
遊
べ
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
は
、
市
民

に
と
っ
て
必
要
な
部
分
で
あ
る
。

西
鹿
田
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
や
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
桐
生
の
パ
ー
ク
化
構
想

の
中
で
も
意
識
を
し
て
進
め
て
い

る
。

今
後
、
市
内
の
既
存
の

公
園
施
設
の
中
で
も
検

討
を
。

Q
子
ど
も
や
若
者
が
社
会
や
市
へ

意
見
を
表
明
し
、
施
策
に
反
映
で

き
る
よ
う
、
議
場
を
使
っ
て
の
議

会
体
験
を
さ
せ
て
は
。

A
市
長　
子
ど
も
や
若
者
が
市
政

を
身
近
に
感
じ
、
地
域
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
に
は
大
変
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
い
い
提
案
な

の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
弁
…
無
料
で
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
負
担
軽
減
策
は
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公明クラブ 髙草木良江 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…
複
数
の
施
策
を
横
断
的
に
進
め
る

人
口
減
対
策
の
展
望
は

録画映像
あります

新令クラブ 阿左美　守 議員

本文  原稿

Q
人
口
減
対
策
と
し
て
、
市
が
取

り
組
ん
で
き
た
取
り
組
み
は
。

A
総
務
部
長　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や

総
合
戦
略
な
ど
に
基
づ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
具
体
的
に
は
、
子
育

て
世
代
の
定
住
を
促
す
た
め
、
学

校
給
食
費
の
無
料
化
や
、
笠
懸
西

小
学
校
や
あ
ず
ま
小
中
学
校
の
新

設
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
な
ど
、
特
色
あ
る
教
育
や
子
育

て
環
境
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

Q
10
年
間
の
出
生
総
数
と
死
亡
数

は
。

A
総
務
部
長　
10
年
間
の
出
生
総

数
は
３
４
５
２
人
、
死
亡
者
数
は

５
８
３
２
人
で
あ
り
、
死
亡
数
が

２
３
８
０
人
多
い
。

Q
産
業
団
地
計
画
の
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A
産
業
観
光
部
長　
令
和
４
年
８

月
に
群
馬
県
か
ら
候
補
地
と
し
て

選
定
を
受
け
、
団
地
整
備
に
つ
い

て
は
群
馬
県
企
業
局
に
よ
る
事
業

興
計
画
に
お
い
て
毎
年
検
証
委
員

会
に
諮
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い

て
も
諮
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Q
岩
宿
駅
周
辺
整
備
計
画
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
５
年
以
内
に

実
施
す
る
短
期
計
画
、
10
年
以
内

に
実
施
す
る
中
期
計
画
、
10
年
以

上
か
け
て
実
施
す
る
長
期
計
画
に

分
け
て
お
り
、
短
期
計
画
で
は
駅

前
広
場
整
備
、
歩
道
の
整
備
、
駅

東
側
の
踏
切
改
善
な
ど
を
位
置
付

け
て
い
る
。

Q
人
口
減
対
策
に
つ
い
て
は
。

A
市
長　
令
和
５
年
度
か
ら
の
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い

て
、
人
口
減
対
策
の
一
つ
の
柱
で

あ
る
移
住
、
定
住
の
推
進
を
重
点

と
し
て
、
子
育
て
、
教
育
環
境
の

充
実
や
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
情

報
発
信
の
強
化
な
ど
複
数
の
施
策

を
横
断
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

化
を
想
定
し
、
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q
県
と
市
の
役
割
分
担
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
県
の
都
市
計

画
部
門
、
農
政
部
門
な
ど
と
の
事

前
調
整
、
土
壌
汚
染
調
査
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
を
整
え
、
市
か
ら

県
に
事
業
化
の
要
望
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
市
で
は
条
件
を
整
え
る

べ
く
、
地
権
者
の
意
向
確
認
を
進

め
て
い
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の

事
前
調
整
の
前
段
と
し
て
産
業
団

地
や
そ
の
周
辺
道
路
な
ど
を
含
め

た
基
礎
的
な
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。

Q
観
光
対
策
と
し
て
、
東
町
神
戸

地
域
に
日
本
一
広
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
を
設
置
す
る
考
え
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
高
齢
化
社
会

を
迎
え
健
康
志
向
が
高
ま
る
中
、

健
康
増
進
を
図
る
上
で
初
心
者
の

方
で
も
気
軽
に
取
り
組
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
こ
と
か
ら
愛
好
者
も

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。
観
光
振
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委員長
宮㟢　武

委員
髙草木弘子

副委員長
柴㟢訓佳

委員
大澤映男

委員
藤生吉顕

日 月 火 水 木 金 土

6/2（金）全員協議会　上程予定議案の説明等

６/８
本会議

長提出議案上程

９

（休会）

10

（休会）

11

（休会）

12
本会議

一般質問

13
本会議

一般質問

14

（休会）

15
本会議

一般質問

16
本会議
長提出議案への質疑
→委員会付託

17

（休会）

18

（休会）

19

（休会）

市民福祉常任委員会

20

（休会）

経済建設常任委員会

21

（休会）

総務文教常任委員会

22

（休会）

23

（休会）

24

（休会）

25

（休会）

26
本会議
委員長報告
質疑〜討論〜採決

　　は傍聴できます
開始時間は全て９時 30分です

本会議はインターネット生配信の予定です
は配信予定日です

開会

閉会

施政方針、予算特別委員会を含む令和５年第１回定例会が２月２０
日から３月２０日まで開催され、慎重審議が行われた。
　議員になってから５期１９年、私は最後の一般質問の席に登壇した。質問に入る前の前段の部分で今までの思いを述
べているとき、突然議員席よりヤジが飛んだ（女性議員らしい声）。涙腺が緩みかけている時だったが、おかげで涙ぐむ
こともなく思いを述べることができた。
　予算特別委員会は女性委員長、説明や答弁者である市の執行部にも女性職員、また議会側からの質疑も女性委員が発
言し、みどり市議会においての女性の活躍を感じるものとなった。
　発射されるミサイルに対し、我が国はただ静視するのみ・・・私もここにきて集中砲火を受けたが、私の周りは正視
してくれる人ばかりで感謝している。

（大澤　映男）

次
回
の
定
例
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６月定例会（予定）会期：６月８日〜26日

傍聴に関することは、みどり市のホームページをご覧いただくか、
議会事務局（TEL. 0277-76-1970　FAX. 0277-76-1952）までお問い合わせください。
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